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決算審査特別委員会“一般会計不認定”

○審査内容

○委員会付託案件の審査
・平成24年度かすみがうら市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成24年度かすみがうら市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成24年度かすみがうら市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成24年度かすみがうら市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成24年度かすみがうら市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成24年度かすみがうら市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

特別会計決算総額　　　【歳　　　入】　１０３億８７３７万３４９５円
　　　　　　　　　　　【歳　　　出】　１００億１８６７万２０６１円
水道事業会計決算総額　【収益的収入】　　１０億１７０３万９５１６円
　　　　　　　　　　　【収益的支出】　　　９億７３１０万６０５０円
　　　　　　　　　　　【資本的収入】　　　２億０９１８万７５００円
　　　　　　　　　　　【資本的支出】　　　５億９２５３万７７４５円

平成24年度各決算については、閉会中の継続審査として慎重審査を行いました。
一般会計決算は、補助金を支出した国の重要文化財の修繕不良が明らかとなり、

現地調査、参考人招致と例年にない審査内容となりました。委員会採決では賛成者
はなく、本会議においても賛成少数で『不認定』と決しました。

なお、特別会計決算は、本会議において賛成多数で『認定』と決しました。

特別会計・水道事業会計決算審査特別委員会（９月17日、10月３日開催）

一般被保険者療養事業については、中長期的な視点より、医療から予防へと意
識転換を図るため啓発活動に重点を置くとのことだが、具体的な方策は。

一番の問題は、農業集落排水の処理場です。この処理場老朽化に絡み、霞ヶ浦
流域下水道に排水流末ということも、長期的には考えていく必要があると感じ
ます。

平成24年度は、浄水場から各家庭等に433万トン送水しておりますが、水道メー
ターのカウントでは382万トンです。消防での使用等も含まれるのですが、水
量に差が出ております。なお、当該年度の調査による漏水箇所の修繕では、年
間351万円ほどの成果がありました。

農業集落排水事業は、一般会計から約２億円を繰り入れている。維持費が増大
する中、加入率を上げるだけでなく、使用料金の見直しも今後は必要ではない
のか。

水道の漏水調査を計画的に実施しているとのこと。どの程度の量が漏水してい
るのか。

食から健康にということで、特定健診においては、食生活改善委員による栄養
指導を実施しております。また、日頃の運動や日常の行動面からも健康にと考
えております。
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○審査内容

○委員会付託案件の審査
・平成24年度かすみがうら市一般会計歳入歳出決算の認定について

一般会計決算総額　　【歳　　　入】　１８０億００９５万０９９９円
　　　　　　　　　　【歳　　　出】　１６８億３１７６万７０７３円

一般会計決算審査特別委員会
（９月17日、27日、10月７日、22日、29日、11月８日、13日、19日、22日開催）

福島第一原発事故による霞ヶ浦における水産業の風評被害
について、税の申告上からはどのような状況か。

事業を見直すことにより、事業手法を改めて検討するよい機会になっていると
考えます。また、対応する職員も外部の方の前で質疑応答することから、よい
研修機会であると考えております。

相談事項については、データとして蓄積してあります。Ｑ＆Ａとしてホームペー
ジに掲載はしておりませんが、なるべく早い時期に対応したいと考えておりま
す。

このような不手際が起こったことは、大変残念であり申しわけないと思います。
今後は、このようなことのないように、指導、監督を徹底していきます。

本日は委員会最終日であり、採決もあります。委員会を優先すべきとの話はい
たしました。

企画調整事業として事業仕分けを実施しておりますが、ど
のような効果があるのか。

税の相談件数として、23年度が184件、24年度が128件とある。基本的な相
談事項については、例えば市ホームページでＱ＆Ａとして掲載しておけば相談
件数も減ると思う。市では、そういった対応はしているのか。

国の重要文化財である椎名家住宅の保存修理工事に対し補助金を交付している
が、不良工事が発覚した件について、教育長はどう思いますか。

椎名家の不良工事の件が、新聞で報道された。市長は研修で委員会を欠席して
いるが、委員会に出席すべきである。副市長は助言しているのか。

漁業協同組合の組合員のうち、営業所得等のある73名につ
いて所得の集計をしました。震災前の平成22年中と平成24
年の所得を比較した結果、28％の減という状況です。

Ｈ24年度　一般会計決算
２年連続の『不認定』

▲現地調査（椎名家住宅）


